
古
代
山
城
国
境
で
の
疫
神
祭
和
地
と
主
要
な
通
路

関

靖

之

口

古代山城国境での疫神祭紀地と主要な通路

は
じ
め
に

『
延
喜
式
』
巻
第
三
臨
時
祭
条
〈
1
)
に
「
宮
城
四
隅
疫
神
祭
」
と
「
畿
内
十
処
疫
神
祭
」
が
み
え
、
四
隅
あ
る
い
は
国
境
で
疫
神
祭
が

行
わ
れ
て
い
た
。

境
界
で
の
疫
神
祭
-
姐
は
、
自
ら
の
生
活
圏
に
疫
気
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
、
外
へ
出
向
く
時
の
道
中
安
全
を
祈
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。
自
ら
の
生
活
圏
と
他
の
世
界
を
限
る
限
界
が
古
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
は
峠
や
川
と
い
っ
た
自
然
が
境
界

の
ラ
ン
ド
マ

l
ク
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
後
に
、
漠
然
と
し
て
い
た
境
界
が
、
ラ
イ

γ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
至
り
、
自
然
の
境
界
が

そ
の
ま
ま
使
わ
れ
た
り
、
人
為
的
に
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
た
り
し
た
。

侵
入
し
て
く
る
邪
悪
な
も
の
で
あ
る
疫
気
と
は
、
疫
病
を
指
す
。
疫
病
は
古
代
に
お
い
て
は
、
痘
矯
(
天
然
痘
)
と
推
定
さ
れ
て
い

5 

るハ
2
u
。
疫
病
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
記
』
欽
明
天
皇
一
三
年
(
五
五
二
〉
条
ハ
3
〉
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
〈
七
三
五
)
八
月
一
一
一
日

条
(
4
V

『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
(
七
三
七
)
条
ハ
5
)
に
み
ら
れ
、
天
平
九
年
の
も
の
は
大
宰
府
管
内
か
ら
畿
内
そ
し
て
東
国
へ
と
流
行



し
て
い
る
。

6 

大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
疫
病
は
、
街
道
に
沿
っ
て
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
。
古
代
の
国
家
祭
記
と
し
て
行
わ

れ
た
疫
神
祭
組
地
は
、
国
境
付
近
の
官
道
沿
に
は
推
定
さ
れ
て
い
る
ハ
9
u
o

ま
た
、
病
原
体
が
人
や
物
に
付
い
て
移
動
す
る
た
め
、
人
々

の
集
る
「
チ
マ
タ
」
も
意
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
岐
神
(
衛
神
〉
も
疫
神
と
認
め
ら
れ
、
街
道
に
沿
う
地
蔵
も
そ
の
よ
う
な
意
味

を
持
た
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

神
に
対
す
る
信
仰
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。

一
般
に
も
何
か
の
堺
や
峠
に
は
、
第
(
神
〉
神
社
や
痘
窮
地
蔵
な
ど
が
祭
ら
れ
る
よ
う
に
、
疫

『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
四
年
(
七
七

O
)
六
月
一
一
一
一
一
日
条

(ιに
京
師
の
四
隅
と
畿
内
の
十
堺
に
疫
神
を
祭
る
と
い
う
記
載
が
み
ら

れ
、
『
延
喜
式
』
の
臨
時
祭
の
条
に
似
た
記
載
が
み
ら
れ
た
り
、
陰
陽
道
の
四
堺
祭
と
し
て
『
朝
野
群
載
」
所
収
の
天
暦
六
年
(
九
五
三
〉

六
月
二
三
日
の
官
宣
旨
ハ
8
〉
に
み
ら
れ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
境
界
で
の
疫
神
祭
は
国
家
的
祭
記
と
し
て
律
令
官
制
の
な
か
で
整
備

さ
れ
る
。

ま
た
、
疫
神
も
死
者
の
霊
と
結
び
付
き
御
霊
信
仰
と
な
っ
た
り
、
神
仏
習
合
思
想
の
影
響
で
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
の
守
護
神
ゴ

l
ズ
と

国
ツ
神
系
譜
の
頂
点
に
た
つ
荒
ぶ
る
神
で
あ
っ
た
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
が
結
び
付
き
牛
頭
天
王
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
(
9
Y

『
延
喜
式
』
巻
第
三
臨
時
祭
条
に
み
ら
れ
る
「
畿
内
十
処
疫
神
祭
」
は
、
山
城
と
近
江
、
山
城
と
丹
波
、
山
城
と
摂
津
、
山
城
と
河
内

山
城
と
大
和
、
山
城
と
伊
賀
、
大
和
と
伊
賀
、
大
和
と
紀
伊
、
和
泉
と
紀
伊
、
摂
津
と
播
磨
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
境
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
み

ら
れ
る
。
平
安
京
の
あ
る
山
城
と
そ
れ
ぞ
れ
接
す
る
国
境
、
そ
の
外
側
の
諸
国
と
畿
外
の
国
境
で
疫
神
祭
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
は
、
平
安
京
の
置
か
れ
た
山
城
と
接
す
る
六
国
の
国
境
で
行
わ
れ
た
『
延
喜
式
』
に
み
ら
れ
る
疫
神
祭
肥
地
の
比
定
お
よ
び
、
平

安
京
を
中
心
に
整
備
さ
れ
た
当
時
の
主
要
道
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
疫
神
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
時
代
と
社
会
状
勢
に
よ
り
変
化
し



北
上
し
て
き
た
小
関
越
の
北
陸
道
と

大
関
越
の
東
海
・
東
山
併
用
が
近
江
へ
通
じ
て
お
り
、
山
科
で
分
岐
し
て
い
た
。
平
安
時
代
に
な
る
と
、
平
安
京
を
出
た
東
海
・
東
山
・

古代山城国境での疫神祭和地と主要な通路

近
江
国

、
ノ

/ 
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t 

山城国
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北
陸
併
用
道
は
、

日
ノ
岡
を
経
て
山
科
盆
地
に
入
り
、
小
関
越
の
北
陸
道
と
大
関
越
の
東
海
・
東
山
併
用
道
に
山
科
で
そ
れ
ぞ
れ
分
岐
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
疫
神

と
考
え
ら
れ
る
所
を
各
国
境
付
近
に

つ
い
て
観
察
す
る
。

山城関古代の主要交通路

山
城
・
近
江
国
境
の
疫
神

山
城
・
近
江
の
国
境
は
、
山
科
盆

地
北
東
地
域
に
あ
り
、
分
水
界
を
境

と
せ
ず
一
部
は
山
科
盆
地
を
東
西
に

通
う
東
海
道
上
に
乗
っ
て
い
る
。

図1

山
科
盆
地
の
大
部
分
は
山
城
国
宇

治
郡
に
属
し
、
奈
良
時
代
は
木
津
川

右
岸
を
北
上
し
て
き
た
北
陸
道
が
小

関
越
で
近
江
田
へ
通
じ
て
い
た
。

長
岡
京
時
代
に
は
、
山
科
盆
地
を
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た。
大
化
改
新
の
詔
で
畿
内
の
北
限
と
さ
れ
た
相
坂
山
は
、
大
関
越
・
小
関
越
を
含
む
山
間
地
域
に
求

め
ら
れ
て
い
る

av
大
関
越
の
大
谷
付
近
に
逢
坂
山
闘
の
跡
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
紀
略
』
延
暦
一
四
年
(
七
九
五
〉
八
月
一
五
日
条

2
〉
に
相
坂
山
闘
を
廃
止
す
る
記
事
が

山城・近江国境の疫神

み
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
三
年
(
八

O
四
〉
六
月
一
一
六
日
条
〈
思
に
山
科
訳
を
廃

す
る
記
事
が
み
ら
れ
る
。
平
安
京
を
中
心
と
す
る
官
道
の
整
備
に
と
も
な
う
処
置
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
長
岡
京
時
代
か
ら
官
道
の
「
チ
マ
タ
」
を
形
成
し
て
い
た
山
科
に
、
駅
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
官
道
に
沿
っ
た
山
科
の
「
チ
マ
タ
」
付
近
で
疫
神
を
祭
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
所
は
、
諸

図2

羽
神
社
と
徳
林
庵
と
神
無
森
で
あ
る
。

諸
羽
神
社
は
、
平
安
時
代
前
期
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。
四
ノ
宮
と
称
し
、
現
在
祭
神
と
し
て
ス

サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
当
社
は
、
神
宮
寺
と
推
定
さ
れ
る
十
禅
寺
と
と
も
に
、
仁
明

天
皇
第
四
子
人
康
の
居
住
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
祭
礼
時
に
は
、
神
輿
が
東
海
道
を
東
進

し
、
追
分
の
南
側
に
あ
る
神
無
森
(
諸
羽
神
社
御
旅
所
〉
へ
渡
る
。

柳
谷
山
徳
林
庵
は
、
人
康
親
王
の
菩
提
を
葬
う
た
め
に
草
創
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
現
在
は
山

科
六
地
蔵
と
し
て
有
名
で
、
伏
見
・
鳥
羽
・
桂
・
太
秦
・
鞍
馬
と
と
も
に
京
都
に
囲
む
六
ケ
所
の
六
地
蔵
の
一
つ
と
し
て
信
仰
を
集
め
て

い
る
。

『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
四
の
宮
河
原
の
六
地
蔵
が
み
ら
れ
、
現
在
徳
林
庵
の
建
つ
地
名
と
同
じ
で
あ
る
。



諸
羽
神
社
と
徳
林
庵
の
建
つ
位
置
は
、
平
安
京
を
出
た
官
道
が
大
関
越
と
小
関
越
の
分
岐
点
を
見
る
位
置
に
あ
た
る
。
南
か
ら
は
、
奈

良
時
代
か
ら
の
北
陸
道
と
も
交
差
し
、

「
チ
マ
タ
」
を
形
成
し
て
い
る
。

諸
羽
神
社
の
御
旅
所
で
あ
る
神
無
森
は
、
現
在
由
緒
等
が
特
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、

ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
を
祭
神
と
す
る
諸
羽
神
社

と
関
係
す
る
こ
と
、

『
源
平
盛
衰
記
』
の
木
曾
義
仲
、
が
都
落
ち
を
す
る
段
に
東
進
す
る
際
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
神
無
森
が
み
え
る

こ
と
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
作
成
と
推
定
さ
れ
て
い
る
『
山
科
郷
古
図
』
に
は
、
京
都
か
ら
大
津
へ
向
う
東
海
道
と
醍
醐
か
ら
大
津
へ
向
う

道
が
交
差
す
る
所
に
神
無
森
が
-
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中
世
に
山
科
七
郷
に
よ
り
神
無
森
関
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
境
の
追
分
と

古代山主主国境での疫神祭紀地と主要な通路

い
う
「
チ
マ
タ
」
で
、
街
道
の
往
来
の
際
必
ず
通
過
す
る
所
と
み
ら
れ
る
。
当
所
で
国
境
疫
神
祭
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

『
朝
野
群
載
』
所
収
の
天
麿
六
年
(
九
五
二
)
六
月
一
一
一
一
一
日
の
官
宣
旨

2
)に
は
、

四
境
祭
時
に
会
坂
堺
へ
祭
杷
が
使
わ
れ
た

ま
た
、

こ
と
が
み
え
、
山
科
・
追
分
の
「
チ
マ
タ
」
か
ら
大
関
越
・
小
関
越
に
か
け
て
の
地
域
で
境
界
に
関
す
る
祭
把
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。

山
城
・
丹
波
国
境
の
疫
神

山
城
・
丹
波
の
国
境
は
、
京
都
盆
地
の
北
西
に
あ
り
、
亀
岡
盆
地
と
の
分
水
界
で
あ
る
老
ノ
坂
は
、
山
陰
道
の
通
う
峠
と
な
っ
て
い
る
。

奈
良
時
代
の
山
陰
道
は
、
木
津
川
左
岸
を
北
ヘ
進
み
淀
川
を
渡
り
乙
訓
郡
に
入
る
と
小
畑
川
沿
い
に
北
西
へ
向
い
老
ノ
坂
を
越
へ
て
丹

波
に
入
っ
た
。
長
岡
京
時
代
も
山
陰
道
は
都
を
出
て
、
小
畑
川
沿
い
の
ル

I
ト
を
沓
襲
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
?

平
安
時
代
の
山
陰
道
は
、
羅
生
門
を
出
た
後
、
西
に
向
い
桔
川
を
渡
り
樫
原
を
経
て
大
枝
、
老
ノ
坂
へ
と
向
う
。
奈
良
・
長
岡
京
時
代

9 

の
山
陰
道
と
は
大
枝
の
塚
原
付
近
で
交
差
し
、

「
チ
マ
タ
」
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
小
畑
川
沿
い
の
旧
山
陰
道
の
ル
l
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ト
上
に
、
長
岡
京
や
山
城
国
府
な
ど
が
推
定
さ
れ
、
桂
川
に
平
行
し
て
通
う
山
陽

-
南
海
併
用
道
と
山
陰
道
を
結
ぶ
乙
訓
郡
内
の
主
要
な
連
絡
路
と
し
て
平
安
時
代

に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
平
安
遺
文
』

一
九
九
七
号
文
書
に
「
乙
訓

郡
駅
家
旦
」
(
与
と
み
え
、
駅
家
の
存
在
が
知
ら
れ
、

「
長
岡
京
の
西
北
外
域
」

に
推
定
さ
れ
て
い
る

av

山城・丹波国境の疫神

ま
た
、

『
延
喜
式
』
巻
第
二
十
八
兵
部
省
条
に
み
る
大
校
駅
は
(
君
、
山
陰
道

丹
波
国
と
な
っ
て
お
り
、
竹
岡
林
に
よ
り
老
ノ
坂
の
西
側
(
丹
波
国
)
の
現
亀
岡

市
篠
町
王
子
付
近
に
推
定
さ
れ
て
い
る

2
v
老
ノ
坂
を
は
さ
ん
で
東
西
に
大
枝

地
名
が
あ
っ
た
の
か
。
大
校
駅
を
現
京
都
市
西
京
区
大
枝
と
す
る
な
ら
山
城
・
丹

波
国
境
が
分
水
界
を
越
え
て
京
都
盆
地
側
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
、
国

境
に
移
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
史
料
の
記
載
と
確
認
さ
れ
る

図3

国
境
を
も
と
に
、
老
ノ
坂
を
国
境
と
し
て
疫
神
祭
神
地
の
検
討
を
行
う
。

新
旧
の
山
陰
道
が
交
差
す
る
大
枝
の
「
チ
マ
タ
」
付
近
に
は
沓
掛
の
大
枝
神
社

と
塚
原
の
児
子
神
社
が
、
樫
原
の
天
皇
の
杜
古
墳
と
老
ノ
坂
の
峠
付
近
に
あ
る
酒

呑
童
子
の
首
塚
と
地
蔵
堂
も
疫
神
の
祭
租
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
。

沓
掛
の
大
枝
神
社
は
、
集
落
西
方
の
小
字
関
ノ
山
に
在
り
関
ノ
明
神
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
山
城
志
』
(
ぎ
に
も
記
載
が
あ
る
。
大
枝
は
、
大
江
山
の



伝
説
に
出
て
く
る
酒
呑
童
子
の
首
塚
が
老
ノ
坂
に
伝
え
ら
れ
た
り
、

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
年
(
八
四
二
)
七
月
一
七
日
条
に
「
大
技

道
」
が
出
で
き
た
り
(
理
、

『
朝
野
群
載
』
所
収
の
天
暦
六
年
(
九
五
二
〉
六
月
一
一
一
二
日
の
四
境
祭
の
官
宣
旨
(
曹
の
な
か
に
大
校
堺
が
み

ぇ
、
平
安
京
の
西
の
境
界
と
し
て
認
識
さ
れ
、
会
坂
と
同
様
闘
が
置
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

児
子
神
社
は
、
大
枝
の
「
チ
マ
タ
」
の
西
に
あ
り
、

『
山
城
志
』
の
式
内
大
井
神
社
の
条
に
み
ら
れ
る
千
児
明
神

a)と
考
え
ら
れ
る
。

乙
訓
郡
の
式
内
大
井
神
社
は
現
在
所
在
等
不
詳
と
な
っ
て
い
る
。

『
山
城
志
』
は
千
児
明
神
を
あ
て
、

『
神
名
帳
考
証
』
は
「
岐
神
・
木

股
神
」
〈
m〉
と
記
し
て
お
り
、
大
枝
の
「
チ
マ
タ
」
付
近
に
鎮
座
し
て
い
る
の
で
注
目
さ
れ
る
。

『
山
城
国
式
社
考
』
は
、
老
ノ
坂
の
こ

と
を
大
井
ノ
坂
か
ら
の
音
韻
変
化
か
ら
き
た
と
考
え
、
大
井
神
社
の
当
地
で
の
鎮
座
を
考
え
て
い
る
畠
)
。

古代山城国境での疫神祭和地と主要な通路

『
神
名
帳
考
証
』
で
は
、

乙
訓
郡
の
式
内
国
中
神
社
の
条
で
、
沓
掛
村
に
所
在
を
推
定
し
て
お
り

a〉
、
大
枝
神
社
か
児
子
神

ま
た
、

社
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
国
中
神
社
も
現
在
不
詳
の
式
内
社
で
あ
る
が
、
社
名
か
ら
国
ツ
神
を
祭
神
と
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

る。

『
神
名
帳
考
証
』
で
は
国
生
神
、
大
国
玉
命
あ
る
い
は
素
斐
鳴
尊
か
と
み
ら
れ
、
素
斐
鳴
尊
・
大
国
玉
命
ら
国
ツ
神
系
の
祭
神
が
い

わ
れ
る
。

大
和
・
紀
伊
国
境
の
疫
神
の
一
っ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
奈
良
県
五
条
市
今
井
の
宇
智
神
社
の
祭
神
も
国
生
明
神
と
い
わ
れ
、
国
生
明
神

は
地
主
神
(
地
祇
神
〉
と
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
ツ
神
系
の
疫
神
が
祭
神
と
み
と
め
ら
れ
て
い
る
〈

8
0
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、

『
神
名
帳
考
証
』
に
み
る
国
中
神
社
も
疫
神
祭
記
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

平
安
京
か
ら
桂
川
を
渡
っ
た
所
に
あ
る
樫
原
に
は
、
奈
良
時
代
前
期
の
樫
原
廃
寺
と
と
も
に
天
皇
の
杜
古
墳
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
、

全
長
八
六

m
の
前
方
後
円
墳
で
、

五
世
紀
前
半
ま
で
築
造
年
代
が
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
樫
原
か
ら
西
に
峠
を
越
す
と
大
枝
に
行

11 

き
、
さ
ら
に
西
進
す
れ
ば
老
ノ
坂
を
経
て
丹
波
へ
と
向
う
。
国
境
か
ら
約
五
耐
と
や
や
離
れ
、
大
枝
の
「
チ
マ
タ
」
へ
の
入
口
に
あ
た
る
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が
、
桂
川
の
渡
河
点
に
近
く
、
西
ノ
京
の
丘
陵
地
へ
の
入
口
に
あ
た
る
所
に
裡
原
は
位
置
す
る
。
天
皇
の
社
古
墳
の
名
称
で
あ
る
天
皇
の

杜
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
天
皇
は
天
王
、

つ
ま
り
牛
頭
天
王
に
通
ず
る
地
名
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
地
名
か
ら
注
目

さ
れ
る
。

現
在
、
国
道
九
号
線
は
老
ノ
坂
の
や
や
北
側
を
越
し
、
付
近
に
は
墓
地
が
造
ら
れ
、
国
道
の
バ
イ
パ
ス
工
事
も
進
み
、
旧
道
の
老
ノ
坂

は
み
る
か
げ
も
な
い
。
し
か
し
、
老
ノ
坂
の
旧
峠
に
は
、
北
に
酒
呑
童
子
の
首
塚
が
伝
わ
り
、
南
に
は
地
蔵
堂
が
あ
る
。

酒
呑
童
子
の
首
を
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
塚
の
上
に
は
首
塚
大
明
神
と
呼
ば
れ
る
小
嗣
が
あ
る
。
こ
の
洞
は
、
首
か
ら
上
の
病
気
平
癒

の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
高
船
(
山
城
国
)
に
は
、
奈
良
県
生
駒
市
高
山
(
大
和
国
〉
と
接
す
る
国
境
が
あ
り
、
峠
に
は
魔
神

社
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
磨
(
ホ
ソ
〉
は
痘
箔
つ
ま
り
古
代
か
ら
の
疫
病
を
指
し
、
国
境
の
峠
に
疫
気
の
侵
入
を
防
ぐ
も
の
と
し
て
祭
ら
れ

た
と
推
定
さ
れ
、
病
気
平
癒
の
信
仰
が
あ
る
。
地
名
に
細
峠
な
ど
と
し
て
名
前
が
み
ら
れ
る
も
の
も
、
疫
神
に
関
す
る
信
仰
と
結
び
付
く

も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
酒
呑
童
子
の
首
塚
と
伝
え
ら
れ
る
首
塚
大
明
神
も
、
疫
気
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
山
城
・
丹
波
国
境
に
祭
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
地
蔵
堂
は
『
山
城
士
山
』
に
大
福
寺
と
さ
れ
て
い
る
(
き
も
の
で
、

や
は
り
国
境
の
峠
を
意
識
し
て
旅
の
安
全
祈
願
や
邪
悪
な
も

の
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
を
祈
願
す
る
た
め
に
た
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

山
城
・
摂
津
国
境
の
疫
神

山
城
・
撰
津
の
国
境
は
、
北
摂
山
地
に
あ
り
、
天
王
山
麓
の
山
崎
で
淀
川
を
境
と
す
る
。

『
行
基
年
譜
恒
天
平
三
年
(
七
三
一
〉
条
に



山
崎
院
が
乙
訓
郡
の
元
水
川
町
水
無
瀬
川
)
の
側
に
建
っ
て
い
た
こ
と
が
み
え
(
号
、
国
境
が
水
無
瀬
川
か
ら
東
へ
移
動
し
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
水
無
瀬
川
流
路
の
変
更
も
考
え
ら
れ
、
国
境
疫
神
祭
の
行
わ
れ
た
所
は
、
山
崎
か
ら
水
無
瀬
川
付
近
で
検
討
す
る
。

平
安
京
の
羅
生
門
を
出
た
山
陽
・
南
海
併
用
道
は
、
鳥
羽
の
作
り
道
を
南
に
向
い
城
南
宮
付
近
で
桂
川
に
平
行
す
る
久
我
騒
に
入
り
南

西
に
向
い
山
崎
に
至
る
。
山
崎
に
は
駅
が
置
か
れ
、
淀
川
右
岸
を
進
む
山
陽
道
と
淀
川
を
左
岸
に
渡
っ
て
南
に
向
う
南
海
道
が
分
岐
し
、

官
道
の
「
チ
マ
タ
」
を
形
成
し
た
。
淀
川
水
運
に
関
連
し
た
河
港
で
も
あ
り
、
水
陸
交
通
の
接
点
を
為
し
て
い
た
。
ま
た
、
山
崎
も
会
坂

大
枝
と
と
も
に
『
朝
野
群
載
』
所
収
の
天
暦
六
年
(
九
五
二
〉
六
月
一
一
一
一
一
日
の
官
宣
旨
品
〉
に
み
る
四
堺
の
一
つ
で
、
境
堺
祭
記
の
要
地

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

古代山城国境での疫神祭紀地と主要な通路

山
崎
の
「
チ
マ
タ
」
付
近
に
み
る
疫
神
祭
岡
地
は
、
天
王
山
の
酒
解
神
社
、
現
大
阪
府
三
島
郡
島
本
町
山
崎
の
関
大
明
神
社
と
広
瀬
の

若
山
神
社
で
あ
る
。

天
王
山
の
酒
解
神
社
は
、
山
城
国
乙
訓
郡
の
式
内
大
社
で
あ
る
白
玉
手
祭
来
酒
解
神
社
と
推
定
さ
れ
る
。
当
社
は
『
都
名
所
図
会
』
に

大
山
崎
天
王
の
社
、
『
薙
州
府
士
山
』
に
牛
頭
天
王
社
と
み
え
、

一
般
に
は
天
神
八
王
子
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
明
治
一

O
年
三
八
七
七
)

に
酒
解
神
社
に
比
定
さ
れ
改
称
さ
れ
た
。

『
延
喜
式
』
は
白
玉
手
祭
来
酒
解
神
社
は
も
と
山
崎
社
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
〈
君
。
こ
の

神
社
は
、
長
岡
京
遷
都
に
際
し
て
玉
手
か
ら
酒
解
神
を
勧
請
し
、
天
王
山
中
へ
合
記
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
天
王
山
も
、
も
と
は
山
崎
山
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
牛
頭
天
王
、
が
祭
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
天
王
山
へ
と
地
名
が
転
化
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

山
崎
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
そ
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
酒
解
神
社
は
、
山
崎
の
「
チ
マ
タ
」
と
摂
津
国
境
か
ら
大
阪
平
野
を
み
る
位

13 

置
に
鎮
座
し
て
い
た
。
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岡
田
精
司
は
、

「
酒
と
酔
が
訓
の
共
通
か
ら
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
」
、
「
「
酒
解
神
」
は
蹄
邪
神
H

塞
神
の
一
種
v

で
あ
っ
て
交
通
の

要
地
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
お
品
)
り
、
酒
解
神
社
は
山
崎
付
近
に
あ
り
、
国
境
で
祭
記
さ
れ
た
疫
神
と
考
え
ら
れ
る
。

関
大
明
神
社
と
若
山
神
社
は
、
度
津
側
に
鎮
座
す
る
。
関
大
明
神
社
は
水
無
川
の
東
側
、
現
島
本
町
山
崎
小
字
関
戸
裏
に
、
若
山
神
社

は
水
無
川
の
西
側
、
現
島
本
町
広
瀬
小
字
若
山
に
そ
れ
ぞ
れ
鎮
座
す
る
。

偽i
山城国

河内国摂津国

山
城
か
ら
摂
津
国
境
を
越
え
る
と
す
ぐ
鎮
し
て
い
る
関
大
明
神
社

の
由
緒
は
不
詳
で
あ
る
が
、
国
ツ
神
の
系
譜
に
あ
た
る
大
己
責
命
を

祭
神
と
し
、

「
疫
神
を
せ
き
と
め
る
神
で
も
あ
る
し
、
咳
ど
め
の

山域・河内閣境の疫神

神
」
と
『
島
本
町
史
』
(
思
に
み
え
、
疫
神
を
祭
記
し
て
い
る
。

山
城
側
を
大
山
崎
、
摂
津
側
を
山
崎
と
よ
ぶ
地
名
は
、
国
境
が
定

め
ら
れ
た
た
め
識
別
を
す
る
必
要
上
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

本
来
淀
川
右
岸
の
狭
監
部
を
指
し
て
山
崎
と
呼
ん
で
い
た
と
推
定
さ

山城・摂津，

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
山
崎
あ
る
い
は
乙
訓
郡
の
領
域
は
水
無
瀬

川
ま
で
広
が
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

若
山
神
社
は
、
水
無
川
を
西
に
越
え
た
広
瀬
に
あ
り
、
祭
神
は
ス

図4

サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
、
大
宝
元
年
(
七

O
一
〉
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
社
は
西
天
王
山
と
も
い
わ
れ
、
国
境
を
は

さ
ん
で
対
崎
す
る
東
の
山
崎
の
天
王
山
に
対
し
た
名
称
と
考
え
ら
れ



る。
以
上
の
検
討
か
ら
、
国
境
付
近
で
官
道
の
「
チ
マ
タ
」
を
形
成
し
、
交
通
の
要
地
で
駅
の
置
か
れ
た
山
崎
に
信
仰
を
持
つ
天
王
山
の
式

内
白
玉
子
祭
来
酒
解
神
社
で
国
境
疫
神
祭
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

四

山
城
・
河
内
国
境
の
疫
神

山
崎
・
河
内
の
国
境
は
、
京
阪
奈
丘
陵
か
ら
男
山
の
西
側
を
通
り
淀
川
で
摂
津
国
境
と
も
接
し
て
い
る
。

山
崎
駅
で
分
岐
し
た
南
海
道
は
、
淀
川
を
渡
り
橋
本
か
ら
河
内
国
楠
葉
へ
と
向
う
。

古代山主主国境での疫神祭柁地と主要な通路

ま
た
、
奈
良
時
代
の
山
陽
道
は
、
木
津
川
左
岸
を
山
本
駅
を
経
て
河
内
国
楠
葉
に
向
う
。
そ
の
際
、
普
賢
寺
河
谷
か
ら
河
内
へ
入
る
ル

ー
ト
ハ
お
)
と
男
山
付
近
で
河
内
国
境
を
越
え
る
ル

1
ト
ハ
哲
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
時
間
や
距
離
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

男
山
付
近

で
河
内
に
入
る
ル

l
ト
が
妥
当
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
ず
、
山
崎
駅
か
ら
分
岐
し
た
南
海
道
で
あ
る
が
、
奈
良
時
代
に
行
基
に
よ
り
架
橋
さ
れ
た
山
崎
橋
の
た
も
と
と
考
え
ら
れ
る
橋
本
を

経
て
、
国
境
を
越
え
て
河
内
の
楠
葉
に
向
う
。

『
行
基
年
譜
』
神
亀
二
年
(
七
二
五
)
条
に
河
内
国
の
久
修
園
院
が
山
崎
と
な
っ
て
お

り
(
号
、
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
四
年
(
七
七
三
)

一
一
月
二

O
日
条
に
河
内
国
山
崎
院
が
み
え
ハ
号
、
山
崎
は
水
無
瀬
川
付
近
の
み
な
ら
ず
、

淀
川
左
岸
に
も
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
淀
川
左
岸
の
範
囲
は
、
河
内
国
の
領
域
と
な
っ
て
お
り
、
淀
川
を
渡
り
左
岸

に
行
く
と
河
内
と
意
識
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
河
内
と
の
国
境
に
祭
閲
さ
れ
た
疫
神
は
、
天
王
山
に
鎮
座

す
る
酒
解
神
社
と
考
え
ら
れ
る
。

15 

山
城
国
乙
訓
郡
の
山
崎
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
陽
道
と
南
海
道
の
分
岐
点
で
あ
り
、
主
要
な
官
道
に
よ
る
「
チ
マ
タ
」
が
形
成
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さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
山
城
と
摂
津
お
よ
び
河
内
へ
と
連
な
る
国
境
の
「
チ
マ
タ
」
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
チ
マ
タ
」
を
見
る
所
に

鎮
座
す
る
酒
解
神
社
は
、
山
城
・
摂
津
国
境
に
祭
ら
れ
た
疫
神
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
山
城
・
河
内
国
境
で
祭
ら
れ
た
疫
神
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

木
津
川
左
岸
の
支
流
普
賢
寺
川
上
流
の
天
王
に
は
、
式
内
社
と
推
定
さ
れ
る
朱
智
神
社
が
あ
る
。
当
社
は
、
祭
神
に
牛
頭
天
王
を
持

ち
、
山
崎
の
天
王
山
と
同
様
に
鎮
座
地
の
地
名
に
も
転
化
し
て
い
る
。
こ
の
鎮
座
地
は
、
山
城
・
河
内
の
国
境
の
み
な
ら
ず
大
和
と
も
接

し
て
お
り
、
三
国
の
国
境
地
域
に
位
置
す
る
。

山
城
か
ら
河
内
へ
の
主
要
道
と
も
指
摘
さ
れ
る
普
賢
寺
河
谷
と
穂
河
谷
(
河
内
)
を
結
ぶ
交
通
路
に
沿
っ
て
朱
智
神
社
は
鎮
座
し
て
い

る。
普
賢
寺
河
谷
の
上
流
部
に
は
こ
の
他
、
打
田
の
須
賀
神
社
(
祭
神

ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
)
と
高
船
の
魔
神
社
と
い
っ
た
疫
神
を
祭
把

す
る
神
社
が
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
大
和
と
の
国
境
を
接
し
て
お
り
、
民
間
に
境
界
疫
神
祭
組
が
広
が
り
、
信
仰
が
も
た
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

朱
智
神
社
は
、
榊
遷
と
い
う
行
事
を
通
じ
て
京
都
の
八
坂
神
社
と
つ
な
が
り
、
式
内
社
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
山
城
・
河
内
の
国

境
の
疫
神
祭
杷
地
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
平
安
京
を
中
心
と
し
た
交
通
路
の
体
系
を
考
え
る
と
主
要
道
か
ら
南
に
そ
れ
た
京
阪
奈
丘
陵
中

に
鎮
座
し
て
い
る
こ
と
、
奈
良
時
代
の
山
陽
道
も
普
賢
寺
河
谷
を
想
定
す
る
こ
と
は
少
し
無
理
が
あ
る
こ
と
、
打
田
や
高
船
で
疫
神
が
祭

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
和
と
河
内
国
境
と
い
う
こ
と
で
疫
神
祭
記
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
国
家
祭
杷
と
し
て
行
わ
れ
た
疫

神
祭
杷
地
と
は
考
え
に
く
い
。



五

山
城
・
大
和
国
境
の
疫
神

山
城
・
大
和
の
国
境
は
、
京
阪
奈
丘
陵
か
ら
平
城
山
丘
陵
を
経
て
大
和
高
原
へ
と
続
く
。
奈
良
時
代
の
東
海
・
東
山
・
北
陸
併
用
道
と

山
陰
・
山
陽
併
用
道
の
通
っ
た
平
城
山
丘
陵
周
辺
で
疫
神
祭
杷
を
検
討
す
る
。

奈
良
坂
越
・
コ
ナ
ベ
越
を
経
て
山
城
に
入
っ
た
東
海
・
東
山
・
北
陸
併
用
道
は
、
木
津
付
近
で
木
津
河
谷
を
東
に
向
う
東
海
道
と
泉
大

橋
を
渡
っ
て
木
津
川
右
岸
を
北
向
す
る
東
山
・
北
陸
併
用
道
に
分
岐
し
、

「
チ
マ
タ
」
を
形
成
す
る
。
木
津
の
「
チ
マ
タ
」
付
近
に
は
岡

古代山城国境での疫神祭紀地と主要な通路

田
国
神
社
と
木
津
天
王
社
が
疫
神
を
祭
っ
て
い
る
。

岡
田
国
神
社
は
、
山
城
国
相
楽
郡
に
属
す
る
式
内
大
社
で
あ
る
。
当
社
は
、
現
加
茂
町
大
野
の
勝
手
神
社
内
の
春
日
神
社
と
と
も
に
論

社
と
な
っ
て
い
る
。
木
津
の
岡
田
国
神
社
は
も
と
天
神
社
と
称
し
て
お
り
、
明
治
一
一
年
(
一
八
七
八
〉
五
月
に
岡
田
国
神
社
と
改
称
さ

れ
た
。現

在
は
オ
カ
ダ
グ
ニ
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
も
と
も
と
「
オ
カ
ダ
グ
ニ
ノ
」
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
「
オ
カ
ダ
グ
ニ
ツ
カ
ミ

ノ
」
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
呼
称
に
問
題
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
岡
田
と
い
う
地
域
に
国
ツ
神
を
祭
記
し
て
い
た
こ
と
が
明
白

で
あ
り
、
国
ツ
神
は
系
譜
上
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
に
通
じ
、
音
韻
か
ら
は
ク
ズ
神
・
ゴ
ズ
神
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
疫
神
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
式
内
社
の
比
定
に
関
し
て
は
、
岡
田
と
い
う
地
域
の
領
域
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

木
津
の
岡
田
国
神
社
は
、
生
国
魂
命
が
祭
神
で
、
地
祇
神
や
国
ツ
神
と
し
て
ク
ズ
神
に
通
じ
る
疫
神
と
考
え
ら
れ
る
。
当
社
は
、
西
に

木
津
の
「
チ
マ
タ
」
を
み
る
位
置
に
鎮
座
し
て
い
る
。

17 

『
山
辺
郡
史
』
に
中
峰
山
の
牛
頭
天
王
(
現
奈
良
県
山
辺
郡
山
添
村

木
津
天
王
社
は
、

大
和
・
伊
賀
国
境
に
祭
る
疫
神
)
の
説
明
に



と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

際
し
て
国
分
天
王
社
(
現
大
阪
府
柏
原
市
)
と
天
王
畑
(
現
京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
)
と
と
も
に
み
え
ハ
哲
、
山
城
・
大
和
国
境
の
疫
神

18 

当
社
は
現
在
の
木
津
の
市
街
地
に
取
り
込
ま
れ
、
国
道
一
六
一
二
号
線
と
恭
仁
京
右
京
の
中
軸
線
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
道
(
以

下
「
作
り
道
」
と
称
す
る
)
ハ

g
の
交
差
点
の
南
東
隅
に
鎮
座
し
て
い
る
。
地
元
で
は
「
祇
園
さ
ん
」
と
よ
ば
れ
、

ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト

即
ち
牛
頭
天
王
を
祭
神
し
て
い
る
。
ま
た
、
恭
仁
京
復
原
プ
ラ
ン
ハ
曹
の
中
で
当
社
の
位
置
を
み
る
と
、
右
京
七
条
大
路
と

金コ

M
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K
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「
作
り
道
」

の
交
差
点
の
北
東
隅
に

鎮
座
す
る
こ
と
に
な

る

山城・大和国境の疫神

い
ず
れ
に
せ
よ
「
チ

マ
タ
」
に
鎮
座
し
、

「
作
り
道
」
を
南
下
す

れ
ば
奈
良
坂
越
・
コ
ナ

ベ
越
に
て
大
和
に
入
る

図5

絶
好
の
位
置
を
占
め
て

い
る
。
し
か
し
、
当
社

の
由
緒
は
応
永
年
間

〈
一
三
九
四
|
一
四
二



八
〉
に
創
建
と
伝
え
て
い
る
乙
と
、
社
般
の
建
築
も
室
町
時
代
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
代
か
ら
の
存
在
が
確
認
さ
れ
な
い
。
木
津

川
旧
流
路
の
検
討
と
と
も
に
立
地
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

歌
姫
越
・
渋
谷
越
で
山
城
に
入
っ
た
と
推
さ
れ
る
山
陰
・
山
陽
併
用
道
は
、
相
楽
で
木
津
へ
向
う
東
向
の
道
と
山
田
河
谷
を
西
へ
向
う

河
内
へ
の
道
と
交
差
す
る
「
チ
マ
タ
」
を
作
る
。
木
津
と
河
内
を
結
ぶ
道
は
、
泉
大
橋
付
近
か
ら
四
条
畷
を
結
ぶ
も
の
で
、
奈
良
時
代
に

存
在
し
て
い
た
〈
哲
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

相
楽
の
「
チ
マ
タ
」
付
近
に
は
、
相
楽
神
社
と
鯨
木
社
跡
と
九
頭
王
神
社
が
疫
神
と
考
え
ら
れ
る
。

相
楽
神
社
は
、
式
内
社
と
推
定
さ
れ
る
神
社
で
現
木
津
町
相
楽
に
鎮
座
す
る
。
歌
姫
越
の
道
と
河
内
へ
向
う
道
の
交
差
す
る
南
西
に
あ

古代山城国境での疫神祭問地と主要な通路

『
神
名
帳
考
証
』
に
は
韓
神
と
あ
る
(
想
。
池
田
末
則
は
「
韓

「
大
国
主
・
大
己
貴
の
主
・
貴
は
尊
称
で
、
大
国
・
大
己
は
韓
と
同
義
の
美
称
と
考
え
ら
れ
る
」
右
)
と

る
。
祭
神
は
現
在
、
足
仲
彦
命
と
誉
田
別
命
と
気
長
足
姫
命
で
あ
る
が
、

の
{
子
音
は
国
語
で
グ
ニ
の
意
」

指
摘
し
、
韓
神
は
グ
ニ
神
、

グ
ニ
ツ
神
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
韓
神
を
祭
神
と
し
て
い
た
な
ら
相
楽
神
社
も
疫
神
の
祭
杷
地
と
考
え
ら

れ
る
。歌

姫
街
道
を
相
楽
か
ら
南
に
向
い
大
和
へ
進
ん
で
い
く
と
、
鯨
木
社
跡
と
伝
え
ら
れ
る
所
に
石
地
蔵
群
が
あ
る
。
廓
木
社
に
つ
い
て
は

由
緒
等
不
詳
で
あ
る
が
、
足
利
健
亮
が
指
摘
す
る
(
ぢ
よ
う
に
『
古
事
記
』
垂
仁
天
皇
段
に
み
ら
れ
る
地
名
説
話
か
ら
、
鯨
木
は
相
楽
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
て
み
る
と
、
鯨
木
社
は
相
楽
社
と
な
り
、
相
楽
神
社
の
旧
社
地
を
伝
え
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
鯨
木
社
跡
と
伝
え
る
所
は
、
石
地
蔵
が
数
体
あ
り
、

一
里
塚
的
存
在
の
も
の
と
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
足
利
健
亮
も
「
こ
の
地
点

が
鯨
木
社
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
認
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
ハ
号
、
道
に
関
す
る
信
仰
が
何
ら
か
の
か
た
ち

19 

で
も
た
れ
た
と
判
断
す
る
。
ま
た
、
当
地
点
は
相
楽
よ
り
山
城
・
大
和
の
国
境
に
近
い
。
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九
頭
王
神
社
は
、
相
楽
の
大
里
と
曾
根
山
の
西
側
の
丘
陵
に
鎮
座
し
て
い
る
。
当
社
の
由
緒
は
不
詳
で
あ
る
が
、
社
名
か
ら
ク
ズ
神
つ

ま
り
疫
神
を
祭
記
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
丘
陵
は
、
北
に
相
楽
の
「
チ
マ
タ
」
、
東
に
歌
姫
越
、
西
に
渋
谷
越
の
街
道
を

み
る
位
置
に
あ
り
、
鎮
座
地
の
条
件
が
よ
い
の
で
国
境
に
鎮
座
す
る
疫
神
と
し
て
無
視
で
き
な
い
。

ま
た
、
歌
姫
街
道
に
沿
っ
て
は
、
大
和
側
の
歌
姫
に
歌
姫
神
社
が
あ
る
。
当
社
は
大
和
国
添
下
郡
に
属
す
る
式
内
大
社
添
御
鯨
坐
神
社

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
祭
神
に
は
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
が
み
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
の
山
陰
・
山
陽
併
用
道
が
、
歌
姫
越
・
渋
谷
越
の
い
ず

れ
で
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
近
世
に
は
歌
姫
越
の
八
幡
・
郡
山
街
道
と
し
て
機
能
し
て
い
た
歌
姫
越
は
谷
幅
も
広
く
古
く
か
ら
の
街
道

を
沓
襲
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
歌
姫
越
に
沿
っ
て
み
ら
れ
る
歌
姫
神
社
は
、
大
和
側
に
み
ら
れ
る
の
で
『
続
日
本
紀
』
神

護
景
雲
四
年
(
七
七

O
〉
六
月
二
日
条
ハ
惣
に
み
ら
れ
る
疫
神
の
一
っ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

-'-J、
山
城
・
伊
賀
国
境
の
疫
神

山
城
・
伊
賀
の
国
境
は
、
木
津
川
の
河
谷
を
横
断
し
て
い
る
。
山
城
国
は
、
木
津
河
谷
を
領
有
し
て
い
る
の
で
南
東
方
面
に
張
り
出
し

て
い
る
。
平
安
京
を
中
心
と
す
る
交
通
路
体
系
か
ら
は
大
き
く
そ
れ
て
い
る
が
、
平
城
京
を
出
た
奈
良
時
代
の
東
海
道
は
、
木
津
の
「
チ

マ
タ
」
で
東
山
・
北
陸
併
用
道
と
分
か
れ
、
木
津
川
の
谷
を
東
へ
す
す
む
。
伊
賀
固
に
進
み
加
太
の
峠
を
越
え
て
鈴
鹿
川
の
河
谷
へ
と
向

ぅ
。
山
城
が
伊
賀
と
国
境
を
接
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
域
の
み
で
あ
る
。
山
城
・
伊
賀
の
国
境
で
行
わ
れ
た
疫
神
祭
杷
地
の
検
討
は
木

津
河
谷
で
行
う
。

疫
神
祭
杷
地
と
注
目
さ
れ
る
の
は
、
有
市
の
国
津
神
社
と
大
河
原
の
国
津
神
社
で
あ
る
。
両
国
津
神
社
と
も
式
内
社
で
は
な
い
が
、

『
一
二
代
実
録
』
貞
観
元
年
(
八
五
九
)
五
月
二
八
日
条
品
)
に
は
そ
ろ
っ
て
従
五
位
下
か
ら
従
五
位
上
へ
神
位
を
上
げ
て
授
か
っ
て
い
る
。
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」
の
事
実
か
ら
官
社
化
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

現
在
の
祭
神
は
、
大
河
原
の
国
津
神
社
が
天
照
皇
大
神

天
児
屋
根
命
・
誉
回
別
命
・
伊
邪
那
美
尊
・
白
山
昆
売
命

日
主
で
あ
り
、
有
市
の
国
津
神
社
が
大
国
主
命
で
あ
る
。
疫

神
と
み
ら
れ
る
国
ツ
神
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
祭
神
を
持
つ
の

山域・伊賀国境の疫神

は
有
市
の
国
津
神
社
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
社
と
も
社
名
は

グ
ズ
神
社
で
あ
り
、
国
ツ
神
ノ
社
と
も
読
め
る
の
で
、
も
と

は
疫
神
の
祭
杷
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

『
神
名
帳
考
証
』
の
岡
田
国
神
社
の
条
に
は
、
岡
田
国
神

社
が
笠
置
川
(
木
津
川
?
〉
辺
に
あ
り
、
国
津
明
神
と
称
し

図B

て
い
る
と
記
し
て
い
る
品
三

『
神
名
帳
考
証
』
で
は
「
オ

カ
ダ
ク
ニ
ツ
カ
ミ
ノ
」
社
と
読
ん
で
、
国
津
神
社
を
指
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
章
で
岡
田
国
神
社
の
検
討
を
し
て

お
る
が
、
相
楽
郡
内
で
式
内
岡
田
国
神
社
と
有
市
・
大
河
原

の
国
津
神
の
関
係
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

地
理
的
位
置
か
ら
み
る
と
、
山
城
・
伊
賀
国
境
は
有
市
よ

り
も
大
河
原
の
方
が
近
く
、

一
条
兼
良
も
『
藤
川
の
記
』
に
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「
大
河
原
と
い
う
所
は
伊
賀
と
山
城
と
の
さ
か
ひ
な
り
」
と
書
い
て
お
り
、
大
河
原
で
国
境
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

大
河
原
は
伊
賀
の
上
野
へ
向
う
島
ケ
原
越
の
道
と
田
山
越
の
道
が
分
岐
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

「
チ
マ
タ
」
を
形
成
し
て
い
る
。

ま

と

め

山
城
・
近
江
国
境
の
疫
神
祭
配
地
は
、
奈
良
・
長
岡
京
時
代
の
東
山
・
北
陸
併
用
道
と
平
安
時
代
の
東
海
・
東
山
併
用
道
が
交
差
し
、

両
国
境
付
近
の
山
科
盆
地
北
東
部
に
位
置
、
平
安
時
代
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
諸
羽
神
社
と
徳
林
庵
お
よ
び
神
無
森
が
あ
げ
ら
れ
る
。

山
城
・
丹
波
国
境
の
疫
神
祭
紀
地
は
、
奈
良
・
長
岡
京
時
代
と
平
安
時
代
の
山
陰
道
の
交
差
す
る
大
枝
の
沓
掛
神
社
(
関
ノ
明
神
)
の

児
子
神
社
(
式
内
大
井
神
社
〉
、
樫
原
の
天
皇
の
杜
古
墳
、
老
ノ
坂
の
酒
呑
童
子
の
首
塚
と
地
蔵
堂
が
あ
げ
ら
れ
る
。

山
城
・
摂
津
お
よ
び
山
城
・
河
内
国
境
の
疫
神
祭
紀
地
は
、
山
陽
道
と
南
海
道
の
分
岐
す
る
山
崎
の
天
王
山
中
に
あ
る
酒
解
神
社
(
式

内
自
玉
手
祭
来
酒
解
神
社
〉
と
推
定
さ
れ
る
。

山
城
・
大
和
国
境
の
疫
神
は
、
奈
良
時
代
の
東
海
・
東
山
・
北
陸
道
の
分
岐
す
る
木
津
に
岡
田
国
神
社
(
式
内
社
)
と
木
津
天
王
社
、

奈
良
時
代
の
山
陰
・
山
陽
併
用
道
と
河
内
へ
向
う
道
の
分
岐
す
る
相
楽
に
相
楽
神
社
(
式
内
社
)
と
鯨
木
社
跡
と
九
頭
王
神
社
、
歌
姫
越

に
沿
っ
た
大
和
側
の
歌
姫
に
歌
姫
神
社
(
式
内
添
御
鯨
坐
神
社
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。

山
城
・
伊
賀
国
境
の
疫
神
祭
杷
地
は
、
木
津
河
谷
に
東
西
に
仲
び
る
奈
良
時
代
の
東
海
道
に
沿
っ
て
、
大
河
原
の
国
津
神
社
と
有
市
の

国
津
神
社
が
あ
げ
ら
れ
る
。

検
討
さ
れ
た
疫
神
祭
記
地
の
大
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
境
付
近
の
主
要
道
が
作
る
「
チ
マ
タ
」
に
立
地
し
て
い
る
。
主
要
道
は
、
当
時

の
七
道
の
他
古
い
時
代
の
七
道
に
相
当
す
る
も
の
で
、
山
城
国
内
の
主
要
集
落
聞
の
連
絡
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ



れ
の
チ
マ
タ
は
圏
外
へ
出
向
く
際
に
は
必
ず
通
過
す
る
地
点
で
あ
る
。

比
定
を
試
み
た
疫
神
祭
杷
地
の
大
部
分
は
、
式
内
社
お
よ
び
神
位
の
授
与
な
ど
か
ら
官
社
化
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
神
社
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
歴
史
地
理
学
会
第
三

O
回
大
会
(
於
筑
波
大
学
)
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
古
代
山
城
国
境
で
の
疫
神
祭
柁
と
主
要
交
通
路
」
に
加

筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
現
地
調
査
そ
の
他
で
お
世
話
に
な
っ
た
回
中
嘉
明
氏
、
西
村
雅
氏
、
森
元
文
子
氏
、
小
川

健
太
郎
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
批
判
と
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
諸
先
学
諸
学
兄
に
深
く
感
謝
を
致
し
ま
す
。

註

古代山域国境での疫神祭柁地と主要な通路

(
1
)

「
宮
城
四
隅
疫
神
祭
若
応
祭
京
放
四
隅
准
此
」
。

「
畿
内
堺
十
処
疫
神
祭
山
城
輿
近
江
堺
一
山
城
輿
丹
波
堺
二
山
妓
輿
摂
津
堺
三
山
城
輿
河
内
閣
計
四
山
城
輿
大
和
堺
玉
山
城
輿
伊
賀
堺
六
大
和
奥

伊
賀
堺
七
大
和
輿
紀
伊
堺
八
和
泉
輿
紀
伊
堺
九
摂
津
輿
播
磨
堺
十
」
。

(
2
)

立
川
昭
二
『
病
い
と
人
間
の
文
化
史
』
新
潮
社
一
九
八
回
。

(
3
)

「
国
神
之
怒
天
皇
回
宜
付
情
願
人
稲
自
宿
禰
試
令
拝
大
臣
脆
受
而
析
悦
安
置
小
墾
国
家
数
締
出
世
業
為
因
浄
捨
向
原
家
為
寺
於
後
国
行
疫
気
民

致
天
残
」
。

(
4
)

「
勅
臼
如
関
比
日
太
宰
府
疫
死
者
多
思
欲
救
療
疫
気
以
斉
民
命
是
以
奉
弊
彼
部
神
祇
為
民
一
瞬
祈
鳶
又
府
大
寺
及
別
国
諸
寺
読
金
剛
般
若
経
の
遺

使
賑
給
疫
民
弁
加
湯
薬
又
其
長
門
以
還
諸
国
守
芳
介
専
斉
戒
道
饗
祭
柁
」
。

(
5
)

四
月
一
九
日
「
大
宰
府
管
内
諸
国
疫
療
時
行
百
姓
多
死
詔
奉
弊
於
部
内
務
社
以
祈
祷
鷲
又
賑
抽
出
貧
疫
之
家
弁
給
湯
薬
療
之
」
、
五
月
一
九
日
「
四

月
以
来
疫
早
並
行
田
首
燦
萎
由
是
祈
祷
山
川
実
祭
神
祇
未
得
効
験
至
今
猶
苦
」
、
六
月
甲
辰
「
廃
朝
以
百
官
官
人
患
疫
也
」
、
七
月
五
日
「
賑
給
大

倭
伊
豆
若
狭
三
国
飢
疫
百
姓
」
、
七
月
一
五
日
「
大
赦
天
下
詔
日
比
来
縁
有
疫
気
多
発
祈
祭
神
祇
」
他
に
も
記
事
が
あ
り
天
平
九
年
の
条
の
最
後

に
「
是
年
春
疫
療
大
発
白
筑
紫
来
経
夏
渉
秋
公
卿
以
下
天
下
百
姓
相
継
没
死
不
可
勝
計
近
代
以
来
未
之
有
也
」
と
み
え
る
。

(
6
)

前
田
晴
人
「
古
代
国
家
の
境
界
祭
犯
と
そ
の
地
域
性
(
上
)
」
続
日
本
紀
研
究
二
一
五
一
九
七
八
。

23 
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拙
稿
「
古
代
の
国
境
疫
神
祭
犯
と
主
要
交
通
路
」
大
阪
教
育
大
学
地
理
学
会
会
報
一
一
一

拙
稿
「
古
代
畿
内
東
限
の
疫
神
祭
杷
地
と
主
要
交
通
路
」
地
理
学
報
二
四
一
九
八
六
。

拙
稿
「
古
代
日
本
の
境
界
祭
杷
と
主
要
交
通
路
」
和
歌
山
地
理
六
一
九
八
六
。

(
7
)

「
祭
疫
神
於
京
師
四
隅
畿
内
十
堺
」
。

(
8
)

「
祭
使
右
弁
官
下
山
城
国
和
溜
堺
使
蔭
子
橘
兼
経
従
三
人
陰
陽
允
中
原
善
益
従
三
人
祝
少
属
秦
春
連
従
三
人
奉
礼
陰
陽

師
布
留
満
樹
従
二
人
祭
郎
学
生
四
人
従
一
人
左
衛
門
府
生
美
努
定
信
従
二
人
君
督
長
一
人
従
一
人
火
長
一
人
会
坂
堺
同
前
大

枝
堺
同
前
山
崎
堺
同
前
右
今
月
七
日
為
祭
治
効
外
四
所
鬼
気
差
件
等
人
宛
使
発
遺
者
国
宜
承
知
依
例
供
給
官
符
追
下
天
暦
六
年
六
月

廿
三
日
大
史
阿
蘇
宿
禰
右
大
弁
藤
原
朝
臣
」
0

(
9
)

池
田
末
則
『
日
本
地
名
伝
承
論
』
平
凡
社
一
九
七
七
。

松
前
健
「
駿
園
牛
頭
天
王
社
の
創
健
と
天
王
信
仰
の
源
流
」
『
古
代
学
叢
論
』
一
九
八
回
。

(m)
武
藤
直
「
相
坂
山
と
勢
多
橋
」
『
新
修
大
津
市
史
1

古
代
』
一
九
七
八
。

(
日
)
「
廃
近
江
国
相
坂
刻
」
。

(
ロ
)
「
停
山
城
国
山
科
駅
」
。

(
臼
)
前
掲
(
8
)
。

(
M
)

山
城
国
富
坂
荘
預
解
「
駅
家
里
二
坪
三
段
」
。

(
日
)
足
利
健
亮
「
山
城
国
」
『
古
代
白
木
の
交
通
路
』

I

大
明
堂
一
九
七
八
。

(
時
)
「
山
陰
道
丹
波
園
駅
馬
大
校
野
口
小
野
長
柄
星
角
佐
治
各
八
疋
」
。

(
汀
)
竹
岡
林
「
丹
波
国
」
『
古
代
日
本
の
交
通
路
』

E

大
明
堂
一
九
七
八
。

(
山
崎
)
「
沓
掛
村
西
有
関
明
神
小
洞
陰
陽
道
官
使
当
修
此
其
一
」
o

(
m
m
)

「
是
日
春
宮
坊
帯
万
伴
健
与
但
馬
権
守
従
五
位
下
橘
朝
臣
逸
勢
等
謀
反
事
発
覚
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
亦
令
固
山
城
国
五
道
:
:
:
(
中
略
)
:
・

侍
従
五
位
下
清
原
真
人
秋
雄
守
大
枝
道
・
・
・
・
・
・
」
。

(
却
)
前
掲
(
日
)
。

(
幻
)
「
在
答
掛
村

一
九
八
六
。

A
7
称
千
児
明
神
」
。
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「
大
井
神
社
岐
神
木
股
神
」
。

「
此
沓
掛
村
は
老
坂
の
東
に
隣
れ
り
、
オ
オ
イ
ホ
ヰ
音
近
し
、
故
に
此
社
に
あ
て
た
る
敗
、
又
老
坂
は
も
と
大
井
坂
な
り
し
か
」
。

「
沓
掛
村
沓
国
津
也
掛
霊
旧
事
紀
云
国
中
之
天
柱
儀
式
帳
一
五
国
生
神
見
大
国
玉
命
按
生
輿
中
語
相
渉
国
中
素
受
鳴
尊
欺
」
。

前
掲
(
6
)
拙
稿
「
古
代
日
本
の
境
界
祭
犯
と
主
要
交
通
路
」
和
歌
山
地
理
六
一
九
八
六
。

「
在
沓
掛
村
上
方
嶺
有
地
蔵
堂
号
大
福
寺
」
。

「
行
年
六
十
四
歳
聖
武
天
皇
八
年
天
平
三
年
辛
未
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
山
埼
院
在
同
国
乙
訓
郡
山
前
郷
五
水
河
側
」
。

前
掲
(
8
)
。

『
延
喜
式
』
巻
第
九
神
名
上
条
「
白
玉
手
祭
来
酒
解
神
社
名
神
大
月
次
新
嘗
元
名
山
埼
社
」

岡
田
精
司
『
古
代
王
権
の
祭
柁
と
神
話
』
塙
書
房
一
九
七

O
。

井
上
栄
光
岡
本
四
郎
「
社
寺
と
民
俗
行
事
」
『
島
本
町
史
』
一
九
七
五
。

桑
原
公
徳
「
南
山
城
の
条
皇
と
駅
路
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
史
想
一

O

一
九
五
九
。

前
掲
(
日
)
。

「
行
年
五
十
八
歳
乙
丑
聖
武
天
皇
二
年
神
亀
二
年
乙
丑
久
修
園
院
山
埼
九
月
起
右
河
内
国
交
野
郡
一
条
内
」
。

「
勅
故
大
僧
正
行
基
法
師
戒
行
具
足
智
徳
兼
備
先
代
之
所
推
仰
後
生
以
為
耳
目
其
修
行
之
院
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
河
内
国
山
埼
院
二
町
」
。

『
山
辺
郡
史
』
中
一
九
一
回
。

足
利
健
亮
「
恭
仁
京
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
、
第
一
報
i
現
景
観
の
観
察
・
測
定
に
も
と
ず
く
朝
堂
院
・
内
裏
・
宮
城
お
よ
び
右
京
「
作
り
道

考
l
」
」
史
林
五
二
|
一
一
一
一
九
六
九
。

足
利
健
亮
『
日
本
古
代
地
理
研
究
』
大
明
堂
一
九
八
五
。

木
津
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
木
津
町
史
』
史
料
編
I

一
九
八
四
の
附
図
に
よ
る
。

森
郁
夫
「
畿
内
に
お
け
る
平
城
宮
系
軒
瓦
の
一
側
面
」
国
学
院
雑
誌
七
八
i
九
一
九
七
七
。

「
相
楽
神
社
岐
神
」
。

前
掲
(
9
)
池
田
末
則
『
日
本
地
名
伝
承
論
』
平
凡
社
一
九
七
七
。

足
利
健
亮
「
下
ツ
道
の
広
が
り
と
う
つ
ろ
い
」
環
境
文
化
四

O

一
九
七
九
。

(
お
)

(
鈎
)

(
州
制
)

(
必
)

(
位
)
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(
必
)

(

川

悦

)

(
品
)

(
絹
)

前
掲
(
位
)
。

前
掲
(
7
)
。

「
山
城
国
従
五
位
下
大
川
原
因
津
神
有
市
国
津
神

「
今
在
笠
震
河
辺
称
国
津
神
天
津
彦
根
命
」
。

正
六
位
天
照
御
門
神

並
従
五
位
上
」
。




